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重要取組シート 

取組項目 安全で安心な委員会運営の実施 

現状・課題 

⚫ 新型コロナウイルス感染症への対策が求められる状況において、各種会合の開催

にあたってはその必要性を十分に検討する必要がある。 

⚫ 農業委員会総会をはじめ、各種会合を開催する際には各種感染症対策を徹底し、

参加者の安全・安心を確保する必要がある。 

⚫ 今後の農業委員会運営や委員活動についても、その方針・方法を検討していくこ

とが必要となる。 

取 組 の 

内  容 

⚫ 各種会合、研修会等の開催の必要性を検討し、開催する際には各種感染症対策を

はじめ、会場の選定、参加者の絞り込み等により、安全・安心な方法で実施する。 

⚫ 将来的には ICT 等新しい技術の導入による、より安全で効率的な業務執行方法

を検討するなどし、農業委員会運営や委員活動の改善につなげる。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ コロナ禍における各種会合の開催の必要性の検討（通年） 

□ 状況に応じた各種会合の開催方法の検討（通年） 

□ 新技術の導入について、関係機関からの情報収集（通年） 

中期 

（～11月） 

□ コロナ禍における各種会合の開催の必要性の検討（通年） 

□ 状況に応じた各種会合の開催方法の検討（通年） 

□ 新技術の導入について、関係機関からの情報収集（通年） 

後期 

（～3月） 

□ コロナ禍における各種会合の開催の必要性の検討（通年） 

□ 状況に応じた各種会合の開催方法の検討（通年） 

□ 新技術の導入について、関係機関からの情報収集（通年） 

次年度 

以降 

□ 新技術の導入等について、委員会内での検討や関係団体との協議を推進し、農

業委員会運営や委員活動の改善を図る。 

□ 新型コロナウイルス感染症への対策など安全・安心な農業委員会運営に必要な

情報を常に収集・共有し、適切な対応を行う。 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ コロナ禍における各種会合の開催の必要性の検討（通年） 

□ 状況に応じた各種会合の開催方法の検討（通年） 

□ 新技術の導入について、関係機関からの情報収集（通年） 

中期 

（～11月） 

□ コロナ禍における各種会合の開催の必要性の検討（通年） 

□ 状況に応じた各種会合の開催方法の検討（通年） 

□ 新技術の導入について、関係機関からの情報収集（通年） 

後期 

（～3月） 

□ コロナ禍における各種会合の開催の必要性の検討（通年） 

□ 状況に応じた各種会合の開催方法の検討（通年） 

□ 新技術の導入について、関係機関からの情報収集（通年） 
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該当する 

施策 
4－（7）次世代につなげる農業の促進 

寄与する 

KPI 

地元で採れた食材・食品を食べていると答えた人の割合（概

ね6か月以内）［現在値：42.8％（参考値・2019年度）］ 

目標値（2025年度） 

55.0% 

農業委員会事務局 



（様式４） 

未
来
都
市
計
画 

堺 
市 
S 
D 
G 
s 

最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
飢餓をゼロに 

2 

寄与する 

KPI 

地元で採れた食材・食品を食べていると答えた人の割合（概

ね6か月以内）［現在値：42.8％（参考値・2019年度）］ 

目標値（2023年度） 

50.0% 

 

 

 


